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ディスコ、ファンク
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ディスコ、ファンクとは？

60年代、アフリカ系黒人音楽を源に誕生した「ファンク」は
16ビート主体のリズム、ギターのカッティングや
パーカッションの多用などリズムに特徴を持つ。

ソウル、ファンクなどは「ブラックミュージック」として
人気を得るが、70s後半にディスコブームが到来すると
人種の垣根を超えて大流行した。
白人アーティストやロックバンドまでもが
ディスコビートを積極的に取り入れたヒット曲を出した。

近年でもディスコビートがリバイバルしており、
ブルーノ・マーズ、デュア・リパなどの最新ヒット曲でも
70sっぽいリズムを聴くことが出来る。

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama



©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama

ディスコ、ファンクの特徴

ロックのようにギターが全面で活躍するジャンルではないが、
カッティング主体のリズミカルなプレイも
ギターの大きな魅力。

カッティング以外でも単音のミュートプレイ、リフなど、
メロディやコードをガッツリ演奏するより、
リズム主体のプレイが多い。

音色もクリーンで、
リズムの粒ダチが見えやすいサウンドが好まれる。
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ディスコ、ファンクのサウンドメイク

ギターはシャープな音が出せるストラトやテレキャスなど
シングルコイルが向いている。アンプはFenderのクリーン。
今回はTwang Reverbのヘッドに、
より歪みが少ないTweed Delight のキャビを選択。

アンプ前段にペダルコンプを挿入。アタック感を強調する。
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ディスコ、ファンクのアレンジパターン①

ビー・ジーズのような往年のディスコソングをイメージ。
ペンタトニックのみのシンプルなフレーズながら
リズムのキレを重視したフレーズ。
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ディスコ、ファンクのアレンジパターン①

テレキャスター音源のリア使用。
トレブリーさを抑えるため
シミュレーター前にEQをインサートし、
6.8kから上をカット。
アナログのレンジの狭さを表現すべく
90hz以下はカット、
太さを出すため500hzをブースト。

タイミングはわりとジャストだが、デュレーションを細かく調整。
それぞれのデュレーションをランダムにばらし、
ハンマリング箇所以外は短くスタッカートに。

音の切れ側にミュート、休符位置にブラッシング。
8分のフレーズに16らしさを加味するのが目的。
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ディスコ、ファンクのアレンジパターン①



ディスコ、ファンクのアレンジパターン②
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ディスコ、ファンクのアレンジパターン②
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往年のファンク系カッティングに
コリー・ウォンのようなテクニカルなフレーズを混ぜてみた。

左右で若干音域を変えたり、ハモらせたり、若干変えてある。

テレキャス音源に①同様のサウンドメイクだが、
トレブリーさを残したくハイカットは8.3kに留めた。
左がリア、右がフロント。
このジャンルならハーフトーンもおすすめ。



ディスコ、ファンクのアレンジパターン②
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ギタリストの手癖で、E7はE9で弾くことが多い。
ブルース同様の音使い。

冒頭の半音スライドや3拍目の全音スライドなどは
ブラック系ジャンルではよく使われる。
音程がスケールアウトしないよう注意。

基礎編「ファンク系カッティング」の打ち方でOK。
16分の裏は僅かにスウィングさせるのもおすすめ。

ブラッシングはオケに埋もれがちだが、
グルーブを司る重要な要素。丁寧に打ち込もう。



ディスコ、ファンクのアレンジパターン②
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